
令和８年度第１回愛媛県アレルギー疾患医療連絡協議会 

次  第 

日時 令和８年７月 13日（月） 19：00～ 

場所 愛媛県庁第二別館 10階 1008会議室  

方法 オンライン WEB会議（「ZOOM」を使用） 

 

１ 開会 

 

２ 課長あいさつ 

 

３ 委員紹介 

 

４ 議事 

（１）愛媛県のアレルギー疾患対策の状況・・・・・・・・・・・資料１ 

 

（２）愛媛県アレルギー疾患医療拠点病院の取組み・・・・・・・資料２ 

    

（３）愛媛県小児科医会の取組みと連携・・・・・・・・・・・・資料３ 

 

（４）愛媛県教育委員会保健体育課の取組み・・・・・・・・・・資料４ 

 

５ 情報提供 

 

６ 閉会 



令和８年度第１回愛媛県アレルギー疾患医療連絡協議会議事録 

 

【日  時】令和８年７月 13 日（月）19:00～20:00 

【場  所】オンライン WEB 会議（「Zoom」を使用） 

【出 席 者】○委 員 くす小児科 久寿会長  

愛媛大学大学院医学系研究科 日浅副会長  

愛媛県教育委員会管理部保健体育課 高岡委員  

松山赤十字病院 兼松委員  

愛媛生協病院 立川委員  

公益社団法人 愛媛県栄養士会 山本氏（永井委員代理）  

愛媛県立中央病院 中西委員 

一般社団法人 愛媛助産師会 原田委員 

〇事務局 健康増進課 冨岡課長、石丸主幹  

（難病対策係）真木係長、山下主事、武井技師 

 

【議事内容】 

○議事 1 愛媛県アレルギー疾患対策の状況 

事務局より資料１に基づいて説明。 

・喘息死減少、新規患者減少を目指す地域医療体制の整備が目的 

・愛媛大学医学部附属病院を拠点病院に指定し、多職種連携による医療提供体制を推進 

・愛媛県内のアレルギー専門医は 31 名、松山圏域が 20 名と最多。宇和島圏域、耳鼻咽喉科領

域で新たな専門医が誕生 

 

○議事 2 愛媛県アレルギー疾患医療拠点病院の取組み 

日浅副会長より資料２に基づいて説明。 

・令和 7 年度の委託事業内容：ホームページ更新、県民公開講座（3 月 7 日開催）、小児吸入療

法研究会支援、人材育成のハンズオンセミナー等を実施 

・令和 8 年度の主な予定：7～8 月の小児吸入療法研究会イベント、9 月 13 日にアトピー性皮

膚炎をテーマとしたハンズオンセミナー開催予定 

・令和８年度の県民公開講座については、2 月 13 日或いは 3 月 13 日にいよてつ髙島屋９階ロ

ーズホールで開催予定 

 

【質疑応答、意見交換】 

・小児吸入療法研究会の活動状況について、2025 年 9 月 19 日に Web 研修会を開催し、87 名

が参加。今年度の研修会は 9 月 4 日に開催予定。吸入インストラクター養成講習会・認定試

験は東予・中予で実施予定。吸入インストラクターを指導する吸入トレーナー養成講習会の

開催を検討中 



○議事３ 愛媛県小児科医会の取組みと連携 

 久寿会長より資料３に基づいて説明。 

・喘息治療には、小児科医、内科医、薬剤師等の連携が重要 

・移行期医療の円滑化に向けた協力が必要 

・学校生活管理指導表の改定作業に愛媛県教育委員会、松山市教育委員会、そして小児科医会

が連携 

・食物の誤食リスクは校外学習や友人からのお菓子など多方面に存在し、引き続き学校生活管

理指導表の提出と定期受診の継続が必要 

・新たにアドレナリン注射（エピペン）と同等効果の点鼻エピネフリン剤（ネフィー）が利用

可能 

・愛媛県の食物アレルギー児の生活管理指導表は、2006 年から保育園・幼稚園で開始、現在は

学校生活管理指導表の実情に応じた改定を進めている 

・成人の食物アレルギー患者の診療継続に小児科医の役割を重視し、今後も愛媛大学等と連携

したい 

 

○議事４ 愛媛県教育委員会保健体育課の取組み 

高岡委員より資料４に基づいて説明。 

・県内の養護教諭・栄養教諭向けの研修会を毎年実施 

・市町教育委員会主催の研修にも参加し、伊予市、西条市教育委員会からの依頼により緊急時

対応や事故防止の指導を実施 

・昨年度、学校給食におけるアレルギー事故防止のため注意徹底通知を発出。事例と対応策提

示、定期的な研修やマニュアル改訂を要請 

・令和 8 年度は「学校等におけるアナフィラキシーショック時のアドレナリン点鼻液（ネフィ

ー®）の投与について」の通知を発出 

・アレルギーに関する定期アンケートを学校・給食センター・市町教育委員会を対象に実施中。

結果は 7 月中旬に集計し関係者に共有予定 

・愛媛県版学校生活管理指導表を日本学校保健会の標準様式をベースに、県小児科医会等と連

携し、県の実態に合わせ改訂作成中。令和 8 年度に告示し来年度から使用開始予定。小児科

医会ホームページからダウンロード可能予定 

 

【質疑応答・意見交換】 

・点鼻薬ネフィーの導入状況や啓発の進捗について質問 

⇒6 月に松山市学校医会で紹介済み。学校生活管理指導表の改定時に、エピペンと併せて広報・

普及を進める計画。医師側での啓発活動をこれから加速予定 

・ネフィーの使用量や意識消失時の吸入可能性について質問 

⇒通常ネフィー点鼻液 1 ㎎は（エピペン 0.15 ㎎筋肉注射と同様）体重 15～30 ㎏未満に、ネフ

ィー点鼻液 2 ㎎は（エピペン 0.3 ㎎筋肉注射と同様）体重 30 ㎏以上に使用する 

意識消失時でも循環があれば点鼻可能と考えている 



・学校生活管理指導表の媒体について質問 

⇒現状は紙ベース運用。将来的な電子化を提案 

・点鼻薬ネフィーの情報は今回初めて聞いたが、今後の研修や市民公開講座での情報提供に活用

予定 

・母子保健における食物アレルギー相談が多く、特にスキンケアの重要性とアトピー性皮膚炎の

減少（令和 5 年統計）の理由に関心 

⇒適切なステロイド治療の普及とスキンケアへの理解向上がアトピー性皮膚炎減少の要因と考

えられる。アトピー性皮膚炎の減少は食物アレルギーの発症予防にも関係しており、拠点病

院と連携し推進予定 

 

○情報提供「化学物質過敏症について」 

（1）啓発ポスターの周知 

令和 8 年 5 月 29 日付で厚生労働省から「香りへの配慮に関する啓発ポスターの再周知に

ついて」依頼があった。関係省庁としてこども家庭庁と国土交通省が追加され、7 省庁連名で

作成されている。当課では、アレルギー疾患に類似する疾患として化学物質過敏症に関する

周知啓発に努めている。 

（2）現場からの報告 

教育現場：保護者から柔軟剤等の香りに関する生徒への配慮について依頼があり、関係者で

協議して対応を行った事例あり。 

医療機関：化学物質過敏症の診療経験は限定的である。 

患者は成人女性に多い傾向がある。診断の困難さとして、複数の医療機関で診断

書が得られないケースが報告されている。現在、四国では診療を行っている医療

機関があり、患者の受診機会が広がっている。 

（3）今後の対応 

香りへの過敏症状について周知することが重要である。今後も関係機関から情報提供があ

れば、協議会で共有する予定である。 



令和８年７月13日

愛媛県アレルギー疾患医療連絡協議会事務局

議事１
「愛媛県アレルギー疾患対策の状況」

資料１
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内 容

①愛媛県のアレルギー疾患対策事業

②愛媛県のアレルギー疾患の状況
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愛媛県のアレルギー疾患対策事業

◼ 事業の内容

（１）アレルギー疾患医療連絡協議会の開催

アレルギー疾患の診療連携体制の在り方検討や情報提供

人材育成などの施策を企画立案し、アレルギー疾患対策全般の施策を検討

（２）アレルギー疾患医療拠点病院委託事業（R4.4.1～愛媛大学医学部附属病院に委託）

アレルギー疾患を有する者が、居住する地域に関わらず等しくそのアレルギーの状態

に応じて適切な医療を受けることができるようにするための体制を整備

①人材育成事業

②アレルギー疾患対策を行う関係団体への支援事業

③その他、公開講座の開催等のアレルギー疾患に関する普及・啓発事業

（３）アレルギー疾患に関する相談体制整備

アレルギー疾患に関する相談窓口で対応する専門職間での情報交換や研修の機会を確保し、

地域における相談体制を整備

◼ 目的（国のリウマチ・アレルギー特別対策事業）
地域における喘息死を減少させること並びにリウマチ及びアレルギー系疾患の新規患者数を
減少させること
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アレルギー疾患
医療連絡協議会

アレルギー疾患医療拠点病院

中心拠点病院
・国立成育医療研究センター
・国立病院機構相模原病院

診 療
（重症・難治性疾患）

アレルギー疾患を有する患者

地域の医療機関

国
アレルギー学会
医師会

受診

紹介・逆紹介 人材育成

情報共有

一般病院

診療所 薬局

情報共有
紹介・逆紹介

紹介・逆紹介

受診
情報提供

研究

保育所・学校・児
童福祉施設等
市町・教育委員会

通所・通学
定期健診等

人材育成

助言・支援

人材育成

拠点病院の利点
・中心拠点病院を始めとした全国レベルのネットワークへの参加
・拠点病院のみ対象とした各種研修・会議への参加
・困難事例の診断支援・中心拠点病院での長期研修参加

アレルギー疾患医療提供体制図

情報交換
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愛媛県アレルギー疾患対策事業の取組み

令
和
５
年
度

開催日：令和５年７月６日
協議内容
（１）愛媛県のアレルギー疾患対策事業について
（２）国のアレルギー疾患対策の現状について
（３）災害対策を目的とした乳アレルギー用ミルクのアンケート調査について

その他：専門医、教育委員会、栄養士会の関係職員3名を新たに委員委嘱

令
和
６
年
度

開催日：令和６年７月８日
協議内容
（１）愛媛県のアレルギー疾患対策の取組みについて
（２）愛媛県アレルギー疾患医療拠点病院の取組みについて
（３）愛媛県小児科医会の取組みについて

令
和
７
年
度

開催日：令和７年７月８日
協議内容
（１）愛媛県のアレルギー疾患対策の取組みについて
（２）愛媛県アレルギー疾患医療拠点病院の取組みについて
（３）愛媛県小児科医会の取組みについて
（４）愛媛県教育委員会保健体育課の取組みについて

（１）アレルギー疾患医療連絡協議会の開催
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内 容

①愛媛県のアレルギー疾患対策事業

②愛媛県のアレルギー疾患の状況
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参考：厚生労働省政策統括官「令和５年患者調査傷病分類編（傷病別年次推移表）」
https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/kanja/10syoubyo/dl/r05syobyo.pdf（閲覧日2025年6月11日）
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全国アレルギー疾患総患者数の年次推移

（年）
※結膜炎、喘息については、アレルギー性以外も含む
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愛媛県アレルギー疾患総患者数の年次推移

（年）
※結膜炎、喘息については、アレルギー性以外も含む

参考：政府統計の総合窓口「患者調査」
https://www.e-stat.go.jp/stat-search?page=1&toukei=00450022&metadata=1&data=1（閲覧日2025年6月11日）
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県内圏域別アレルギー専門医数（R8.4.30現在）
※ホームページに掲載されている医師のみ集計

参考：一般社団法人日本アレルギー学会「日本アレルギー学会専門医・指導医一覧」
https://www.jsaweb.jp/modules/ninteilist_general/（閲覧日：2026年6月9日）

領域
圏域

内科 小児科 耳鼻咽喉科 皮膚科 眼科 その他 総数

宇摩 0 0 0 0 0 0 0

新居浜・
西条 2 1 1 0 0 0 4

今治 1 1 0 1 0 0 3

松山 7 11 0 2 0 0 20

八幡浜・
大洲 2 1 0 0 0 0 3

宇和島 0 1 0 0 0 0 1

計 12 15 1 3 0 0 31
9



議事２
「愛媛県アレルギー疾患

医療拠点病院の取組み」

愛媛大学大学院医学系研究科
消化器・内分泌・代謝内科学

教授 日浅 陽一

資料２
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令和７年度アレルギー疾患医療拠点病院委託事業実施内容 

 

事業名 事 業 内 容 実 施 期 間 実施場所 

医 

療 

拠 

点 

病 

院 
委 
託 

事 

業 

〇普及・啓発事業 

（１）アレルギー疾患医療拠点病

院のホームページの更新、内容の

充実 

（２）県民公開講座の開催 

＜開催内容＞ 

知って防ごう！もしもの時のア

ナフィラキシー～みんなで守る

命のために～ 

＜演目及び講師＞ 

１．「その時どうする？アナフィ

ラキシーから命を守る」愛媛大学

大学院医学系研究科 救急航空

医療学講座 竹澤 光明 

２．「子どもに多いアナフィラキ

シーの対処法と注意点」同 小児

科学講座 西村 幸士 

３．「アレルギーと消化器」愛媛

大学医学部附属病院 第三内科

吉田 理 

４．「アレルギーとリウマチ・膠

原病」同 第一内科 松本 卓也

＜参加者＞78名 

 

〇関係団体への支援事業 

（1）愛媛県小児吸入療法研究会

への支援 

①研修会の開催 

②インストラクターへの研修支

援 

 

〇人材育成事業 

（1）アレルギー関連研修会等へ

の参加 

 

（2）専門職向け研修会 

 

（3）ハンズオンセミナー 

 

令和７年４月 

～令和８年３月 

 

令和８年３月７日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年９月19日 

令和７年８月３日 

令和７年10月 13日 

令和７年10月 19日 

 

令和７年７月６日 

令和７年８月９日～10日 

令和７年10月４日～５日 

令和８年２月７日（土） 

 

令和７年９月23日（火） 

 

https://www.m.ehime-u.ac.jp/

hospital/allergy/ 

 

いよてつ髙島屋９階ローズホー

ル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Web開催 

松山市民病院 

市立八幡浜総合病院 

県立新居浜病院 

 

徳島県 

福岡県 

大阪府 

TKP 松山市駅前カンファレンス

センター４C会議室 

愛媛大学小児科 
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年 月 行事名 主催

２０２６年 4月

5月 世界喘息デー　ライトアップ

6月

7月 ブラッシュアップWEB研修会（7～8月頃） 愛媛小児吸入療法研究会

8月 吸入指導インストラクター養成講習（8～10月頃） 愛媛小児吸入療法研究会

9月

10月

11月

12月

2027年 1月

2月 県民公開講座（候補日：２/13or3/13）

3月

その他 トレーナー養成研修 愛媛小児吸入療法研究会

（参考：令和7年度実績）

年 月 行事名 主催

２０２５年 4月

5月 6日～7日世界喘息デー　ライトアップ 当院小児科

6月

7月

8月
3日　吸入指導インストラクター養成講習＠松山市民病院
24日　愛媛こどもの食物アレルギーシンポジウム

愛媛小児吸入療法研究会
愛媛県医師会、愛媛県小児科医会

9月
19日　ブラッシュアップWEB研修
23日　愛媛小児アレルギーハンズオンセミナー＠医学部本館５階セ
ミナー室

愛媛小児吸入療法研究会
当院小児科

10月 13日　吸入指導インストラクター養成講習＠市立八幡浜総合病院 愛媛小児吸入療法研究会

11月 19日　吸入指導インストラクター養成講習＠県立新居浜病院 愛媛小児吸入療法研究会

12月

2026年 1月

2月
7日　愛媛県専門職アレルギー研修会＠TKP松山市駅前カンファレ
ンスセンター

当院第三内科

3月 7日　県民公開講座＠いよてつ髙島屋9階ローズホール
当院救急航空医療学講座、小児科、
第三内科、第一内科

その他

令和８年度行事予定
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プ
ロ
グ
ラ
ム

～ みんなで守る命のために ～

令和７年度愛媛県アレルギー疾患医療拠点病院委託事業
アレルギー疾患に関する県民公開講座

知って防ごう！

14：30～16：30（開場は14：00～)
令和８年３/７ いよてつ髙島屋  ９階  ローズホール

その時どうする？ アナフィラキシーから命を守る
竹澤光明  愛媛大学大学院医学系研究科　救急航空医療学講座　助教
　
子どもに多いアナフィラキシーの対処法と注意点
西村幸士  愛媛大学大学院医学系研究科　小児科学講座　助教
　
アレルギーと消化器
吉田　理  愛媛大学医学部附属病院　第三内科　講師　
　
アレルギーとリウマチ・膠原病
松本卓也  愛媛大学医学部附属病院　第一内科　助教　

●定　　員　　　140名
●申込方法　　　下記ＵＲＬまたは右の二次元コードからお申し込みください。
　　　　　　　　https://forms.office.com/r/q96jhzNzTg
　　　　　　　　※電話での受付も可能です  ☎ 089－960－5943
●お問い合わせ　愛媛大学医学部総務課総務・広報チーム

主催：愛媛大学医学部附属病院

1

2

3

4

もしもの時の
アナフィラキシー

参加無料
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議事3 愛媛県小児科医会の取組みと連携

くす小児科 院長 久寿正人

資料３



〇愛媛県小児科医会アレルギー疾患対策委員会

委員長：小泉宗光 副委員長：西村幸士 

委 員：浅見経之・大平純也・岡本典子・吉田 安友子・髙橋研斗 

アドバイザー：久寿正人・楠目和代・有田孝司・福岡圭介・小谷信行 

成人食物アレルギー・気管支喘息患者での皮膚科・内科との連携

令和8年度活動例

１） 第 18 回 愛媛子どものアレルギーシンポジウム 8月23日（日）宇和島市開催

２） 第 31 回愛媛小児アレルギー懇話会（当会共催）

３） 第 21 回愛媛小児吸入療法研究会（当会共催） 内科・薬剤師会との連携

４）学校生活管理指導表・食物除去連絡票の改定作業

愛媛県教育委員会・松山市教育員会との連携

5）第74回日本アレルギー学会学術大会 2026年10月15日（金）～京都国際会館

食物アレルギーのバイオマーカー（好塩基球活性化試験）に関する演題



松山市医科歯科学校医会 教職員の先生方へのお知らせ（2026年6月）と
学校生活管理指導表（食物アレルギー）提出に関するお願いと

  アドレナリン点鼻液（新規アナフィラキシー補助治療剤）について

その後の松山市教育委員会からのご連絡 (2026年7月）

松山市学校給食食物アレルギー対策委員会   

愛媛県アレルギー疾患医療連絡協議会

くす小児科 久寿正人

松山市教育委員会との意見交換



食物アレルギー児の主治医からお願いしたいこと

（松山小児科会からのお願い）

ピーナッツ・ナッツ類の食物アレルギーを持つ児童・生徒に関して、

学校給食でピーナッツ・ナッツ類が提供されない場合においても、

学校生活管理指導表提出と、引き続き定期受診をおすすめ下さい。

アナフィラキシーの際に使用する、筋肉注射を必要とする

エピペンと同じ薬剤であるアドレナリンを含み効果が同等である、

ネフィー点鼻液（新規アナフィラキシー補助治療剤）を紹介します。





その後の松山市教育委員会からのご連絡

ピーナッツ・ナッツ類の食物アレルギーを持つ児童・生徒で、

学校給食でピーナッツ・ナッツ類が提供されない場合においては、

令和6年以降情報収集は現行の担任による保険調査が基本だが、

今回の松山小児科会からのお願いを受けて、令和8年12月以降、

重篤な即時型アレルギーを呈する児童生徒については、

保護者に学校生活管理指導表（食物アレルギー）の提出と、

病院の定期受診をすすめる方針とご連絡いただいいた。

また現行の学校生活管理指導表・除去食連絡票に記載されている

「誤食時に可能性のある即時型アレルギー症状」と

「摂取可能または除去すべき食品の情報」は学校側が緊急対応を

検討するために、引き続き連絡を希望する情報であると確認した。



現行の学校生活管理指導表・除去食連絡票に記載されている情報とは

１ページ目中段の表「誤食時に可能性のある即時型アレルギー症状」

2ページ目に相当する「摂取可能または除去すべき食品の情報」



除去食連絡票に含まれる除去食品指導表の意義

・ 除去食連絡票（愛媛県医師会・愛媛県小児科医会作成）は、

2006年作成時には柴田瑠美子先生に福岡県で使用中の書類を参考にさせ

ていただき、 2008年に海老澤元宏先生が学校生活管理指導表を作成され

た時期にもご指導をいただき、以後2016年まで改訂が続けられた。

・日本の食物アレルギーの治療は、30年以上前から完全除去（一部回転食）

その後可能な範囲で食べる必要最小限の除去が中心となり、20年ほど前

から特に日本で軽症中等症の食物アレルギー児に対して卵牛乳小麦その

ものを使用する経口免疫療法の研究が進み、近年は欧米諸国で進んでいる

卵牛乳二次食品を使用した食事の進め方（Ladder）も報告されている。

• 除去食連絡票に含まれる除去食品指導表には多くの卵牛乳料理・二次

食品が記載されている。この部分は日本学校保健会作成の学校生活管理

指導表には無いが、2017年および2026年の松山小児科会での改訂の協議

において、一般小児科医（アレルギー専門医以外の学校医・主治医）

の先生方から、食物アレルギーの児童生徒が現在摂取可能な食品の一覧

表として引き続き同じ書式で継続するように要望をいただいている。



・ 国立成育医療研究センター 福家辰樹先生は、 「ハイリスク乳児では、

家庭内で多く消費する食品について、不自然な完全除去を行うとかえって

食物アレルギーになりやすい（特に卵・ピーナッツ）」 と指摘されている。

除去食品指導表は、患者以外の両親・兄弟の食品摂取状況の聞き取り

にも有用である。

・ 多くの愛媛県の小児科医、保育士、栄養士の先生方 だけでなく、

 天理よろず相談所病院小児科 南部光彦先生 も2017年の論文で

 除去食品指導表は、食物アレルギー児の摂取可能食品を聞き取る

 問診票としても評価されている。

除去食品指導表の摂取食品聞き取りへの応用



除去食品指導表の負荷試験への利用と好塩基球試験の有用性

・除去食品指導表を用いて例えば卵アレルギー症例は、2006年から
「ゆで卵黄5g、卵ボーロ（卵白2g、270℃加熱4分）、ゆで卵白10g
を使用した負荷試験」を実施してきた。2021年食物アレルギーガイ
ドラインの3段階負荷試験（卵白1g～35g）との比較も有用である。

・食物負荷試験の結果を予測する目的で、 2002年から日本で研究が進んだ
好塩基球ﾋｽﾀﾐﾝ遊離試験（HRT）を、2009年から欧米発祥で日本で改良した
好塩基球活性化試験（BAT）を除去食品指導表の食品群を対象に測定した。
未だ研究段階だが2016年食物アレルギーガイドラインにも掲載されており、
今後の食物アレルギー診療に有用なバイオマーカーとして期待されている。

・ 愛媛県でご指導いただいた諸先生方のHRTとBATの評価を以下に示す。
   伊藤節子先生が多数の症例で報告された、卵白・牛乳・小麦に関するHRTの有用性は

    海老澤元宏先生、長谷川俊史先生が評価されている。
   国立三重病院長尾みずほ先生（国内のBAT研究の第一人者）は、ノンレスポンダー

    の問題はあるが、BATの幅広い食品・薬物I型反応の測定能力を評価されている。
 名古屋市立大学医学部大矢幸弘先生は、除去食療法・経口免疫療法に関わらず

     食物アレルギーの治癒後はHRT・BATは正常化すると述べられた。



令和８年７月13日（月）19：00～

愛媛県教育委員会事務局 管理部
保健体育課 教育指導グループ

愛媛県アレルギー疾患医療連絡協議会
（愛媛県教育委員会保健体育課の取組）

資料４

議事４
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１ 養護教諭・栄養教諭等への指導

○養護教諭対象
愛媛県高等学校保健会研修会（高等学校）
愛媛県教育研究協議会養護教員部リーダー研修会（小・中学校）
愛媛県学校保健会養護部会研修会（小・中・高等学校）
愛媛県高等学校教育研究大会養護部会（高等学校）

○栄養教諭・調理員対象
学校給食にける危機管理研修（アレルギー対応含む）
衛生管理研修会（アレルギー対応含む）

様々な研修の機会を通じて、
アレルギー疾患、アレルギー対応

について指導

「令和７年度健康教育研修会」
令和７年12月18日（木）愛媛県武道館
講演「学校給食における食物アレルギー対応の理解を深めるために」
講師 くす小児科 院長 久寿 正人先生
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２ 市町教育委員会での研修
○伊予市教育委員会
「学校給食におけるアレルギー事故防止研修会」
日 時：令和７年６月30日（月）
場 所：伊予市役所
参加者：伊予市内小・中学校教職員（管理職・栄養教諭・養護教諭・

給食主任）
伊予市教育委員会関係者（伊予市学校給食センター）等

内 容：食材の確認、管理について
アレルギー症状発症時の対応について

3

○西条市教育委員会
「アレルギー事故防止研修会」
日 時：令和７年10 月27日（月）
場 所：西条市役所
参加者：西条市内小・中学校教職員（管理職・栄養教諭・養護教諭・

給食主任）
内 容：学校給食における食物アレルギー事故防止に向けて

アレルギー疾患の緊急時の対応について



３ アレルギーに関する通知

令和７年６月１９日付 ７教保第２３１号

「学校給食におけるアレルギー事故
防止の注意徹底について（注意喚
起）」

○主な事案と対応策
【事案１】誤納品による誤食
【事案２】対応一覧表の記載漏れ
【事案３】類似食材の誤使用によ

る誤食

対応策を示し、定期的な研修や
マニュアルの見直しを依頼

4



３ アレルギーに関する通知

令和８年４月20日付 ８教保第７１号

「学校等におけるアナフィラキシー
ショック時のアドレナリン点鼻液（ネ
フィー®の投与について」

下記の「４つの条件」を満たすことで、
医師法違反とならない旨通知
○当該児童等及び保護者が、ネフィー®
使用の際の留意事項等について事前
に医師から書面で指示を受けてい
ること

○当該児童等及び保護者が、学校等
   に対して具体的に依頼していること
○教職員等は、留意事項に関する書面
   の記載事項を遵守すること等に留意
   すること
○使用後は、必ず医療機関を受診させ
   ること 5



４ アレルギーに関するアンケートの実施

①調査期間 令和８年４月～６月
②調査対象 学校、給食センター、市町教育委員会
③調査内容
・学校給食におけるアレルギー対応の数
・学校のアレルギーに関する研修開催の有無
・昨年度起こったヒヤリハット（給食関係） など

７月中旬頃結果がまとまる予定です。
関係者と結果を共有します。

6



５ 愛媛県版学校生活管理指導表（標準様式）の作成

7

〇標準様式は、令和８年度告示、令和９年度使用開始を目指す。

●愛媛県の標準様式を作成

⇒日本学校保健会作成の学校生活管理指導表＋α

⇒標準様式は、愛媛県小児科医会のホームページ等

からダウンロードできるようにする予定

※令和４年４月より、学校生活管理指導表は
保険適用となっている。

   ⇒食物アレルギーのみ。
7



学校生活管理指導表（日本学校保健会作成）
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